
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１月１７日（水） 

 ３学期始業式で生徒に「このようなときにこそ、自
分ができること、やるべきことに精一杯取り組むこと
が大切である」と伝えました。その上で、次の３つの
点について意識して生活するよう伝えました。 
 
①自分自身の日々の生活を大切にすること。自分 

の生活が不安定では誰かのために力を尽くすこ 
とはできないからです。 

②思いやりを持って人と接したり、みんなのために 
自分を生かしたりすること。困ったときはお互い 
様です。「恩送り」、つまり誰かから受けた恩を別 
の誰かに送っていく、恩をつないでいく気持ちも 
こういうときこそ大切にしたいからです。 

③時間を有効に使うことを心がけること。お金と同 
じで使い方次第では何倍にも価値あるものになる 
からです。 

 
学校としても今できること、やるべきことにしっか

り注力できるよう生徒・保護者の皆様と共に取り組ん
でまいりたいと考えています。 
  

富士見市立勝瀬中学校 〒354-0031富士見市大字勝瀬 400-1 ℡049-266-2503  

今年度の教育活動も３学期を残すのみとなりまし
た。２２日（月）・２３日（火）は私立高校入試集中
日となっており、ここから進路決定に向けた最も大
切な期間に入ります。また、２学年の修学旅行、３
年生を送る会、卒業式等、これまで学んできたこと
のまとめや進級・進学に向けた自覚を深める上でも
重要な行事が多数予定されております。 
保護者・地域の皆様と共に丁寧に生徒への指導・

支援を進めてまいりたいと思いますので、ご理解・
ご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

勝瀬中学校だより ＜１月号＞ 令和５年度 未来を拓く力を身に付けた 

思いやりあふれる生徒の育成 

●進取の気性をもち、仲間と共に創造を楽しむ生徒 

●多様性を尊重し、互いの成長を喜ぶ生徒 

●心身を鍛え協働と貢献を重んじる生徒 

 

～勝中生としての誇りを胸に世界へはばたけ～ 

 
 
 
能登半島地震で犠牲になられた皆様を悼

み、３学期始業式の前に生徒と共に黙祷を
捧げました。 
ご親族やご友人等が被災されたご家庭が

あるかもしれません。学校では１３日（土）
にふじみ野駅で、有志生徒３８名による 
「能登半島地震災害支援募金活動」を行い
ました。多くの 
保護者や道行く 
皆様にご協力を 
いただくことが 
できました。 
報道等を通じ 

て現地の厳しい 
状況が日を追うごとに明らかになっていま
す。お子様に心の不調がみられた時にすぐ
にカウンセリングにつなげられるよう準備
も整えております。いつでも学校にお問い
合わせください。 

 元日に発生した能登半島地震で犠牲になられた皆
様のご冥福と、今なお度重なる地震や凍てつく寒さ、物
的・人的支援の不足等で厳しい状況に苦しまれている
被災された皆様に一日も早く安全に安心して生活できる
日が戻ることを心より祈り申し上げます。 

 
 
 
 
富士見市立中央図書館では、奇数月に

「Book Adventures」を発行しています。
「Book Adventures」は、中高生向けの
ブックリストで、時季ごとに「図書館スタ
ッフのおすすめ本」 
を紹介しています。 
表紙を飾るイラス 
トは毎回応募作品 
の中から掲載され 
ており、今回は本 
校生徒の作品が選 
ばれました。 
ぜひ、直接手に 

取ってお楽しみい 
ただけたらと思い 
ます。 
 



 
はやぶさ学級の生徒がで「はやぶさカップ」
と銘打って勝瀬小、ふじみ野小の特別支援学
級児童を招いて交流会を開催しました。先輩
としてイベントを企画し運営することで小
学生が安心して本校に進学できるように取
り組みました。小学生も笑顔で楽しんでくれ
ていました。 

１２月2 日に
来 年 度 入 学
予 定 の 小 学
生 を 対 象 に
文 化 部 活 動
発表会が開催されました。科学部、演劇部、吹奏楽部のステージ発表と美術部の展示により中学校
の活動や雰囲気を身近に感じてもらうことができました。 

 
１２月６日に２年生を対象
に進路学習会が開催されま

した。講師にキャリアカウンセラーの影山貴子さんを
迎え、自分の将来につながる要因として知識、経験、
社会、他者との関係に分けてご講演いただきました。
ワークシートを使い、自分の考えを確かめながら取り
組むことで将来に向けた自分について考えることが
できました。 

 
１２月９日に鶴瀬コミュニテ
ィセンターで「富士見市中学生

の主張大会」が開催されました。本校生徒会長でもある２年生の飯田眞大さん
が勝瀬中の代表として発表しました。 

 １２月１３日、３年生の総合的な学習の
時間の取組として、白杖体験を実施しまし
た。段差の上り下り、椅子への誘導、溝を
越えるときなど、目の不自由な方の立場に
なってサポートするためにはどのようなことに気を付ければよいか、身をもって体験することがで
きました。 

 
１月１０日、全校で地震を想定した避難訓練を実施しました。当初、よ
り主体的な避難の場面を設定するため、予告なしでの実施を予定してい

ましたが、元日の地震を受け、事前指導を丁寧に行ったうえでの実施に変更しました。生徒の意識
も高く、教室からグラウンドへの避難は速やかでした。地震が起きたときに自分の身を守る行動を
とることともに、仲間同士で助け合い、互いの命を守ることが大切です。また、被災した際に私た
ちの日常が当たり前のものではなくなってしまうこと、被災した時に自分たちはどのような行動が
とれるのかを改めて考えました。ぜひご家庭でも災害への備えについてお話しください。 

 
１月１３日、ふじ
み 野 駅 前に お い

て有志生徒による能登半島地震災害支援募金の活動が行われま
した。当日は３８名の生徒が集まり、多くの方にご協力をいただ
くことができました。集まった募金は石川県災害義援金の受付窓
口に振込いたします。亡くなられた皆様のご冥福をお祈りすると
ともに、被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。 


